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シンガポール軍 (the SingaporeArmedForces:SAF) は い ろ い ろ な意味で特徴的であ る[Da
Cunha1999,Huxley2000,Ngoei200 1] 。 よ く 言及さ れ る の は， 国家 と しての防衛 レベルが級
密な点である。これは，そのままこの国の置かれている現状を映している。近隣諸国と比べて，
国土が狭く，天然資源に欠け，多民族の人口構成であること等には国防上安定する要因が少な
い。シンガポールの国防政策の特徴をハックスレイ [Huxley 2000:xx] が次の よ う に述べて












「防衛政策の 2大柱は外交と抑止力である J [Huxley2000: 24J と 国防大臣が述べてい る
とおり，外交は安定した関係を助長するために展開され， UN , WTO , ASEAN , APEC 等と
いった関係に対応した活動を行っているO同時に外からの脅威を防ぐ目的で，抑止力を展開さ




シンガポール志願防衛隊 (The SingaporeVolunteerCorps) に ， 1954 年か ら1956 年にかけ
てパートタイムの徴集兵が入隊し，それが 1950年代後半には，シンガポール軍 (Singapore
MilitaryForces:SMF) の正規兵に移行 し た。1957 年 シ ン ガポ ー ル歩兵連隊(The Singapore
InfantryRegiment:SIR) が設立さ れ， 二つの歩兵大隊が構成さ れた。1957 年ま でSMF が予
備役を志願兵として募集(i nfantry， armoured , artillery ,fieldengineer ,electricalandmechanical
engineer , signals , transport ,women'selements) し て いた。 こ の前身は1 .1854 年設立の シ ン ガ
ポール志願防衛ライフル隊 (The SingaporeVolunteerRifleCorps) , 2.1915 年にあ っ た セ ポ イ
兵反乱の鎮圧に参加した人々， 3.1942 年初期に 日本占領に対 し て戦 っ た人々 ， の三つか ら な
る。
1959 年 シ ン ガポ ー ル は 自治政府に な る が， 国外防衛は イ ギ リ ス が号 | き 受け ， シ ン ガポ ー ル
自身がもっ防衛力を植民地当局が財政上ならびに実践上支援した。 1965年マレーシアから分
離独立し，既存の正規軍に SIRの二つの大隊がなった。シンガポール国民以外からなる約 700
人の隊であった。第 2大隊 (the secondbattalion: 2SIR) は1962 年か ら1963 年にかけてマ
レーシア全体で行ったリクルート・キャンベーンで集めた人員と， 195 人の連邦軍(the
federal army) か ら の人員に よ り1963 年にSIR のユ ニ ッ ト と し て創設さ れ， の ち に拡大さ れ
た。ここは下士官を輩出する役目を果たしており， SIR の士官， 部隊長はマ レ ー シ ア人， それ
以外はイギリス軍からなった。 1965年 10月に政府はパートタイムの予備役をボランティアで
募集し，同年末に議会はシンガポール陸軍 (The SingaporeArmy) と志願民間防衛軍(The
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VolunteerPeople'sDefenceForce:PDF) 設立の法案を通 し た。
1965 年か ら1966 年に， 多 く の非 シ ン ガポ ー ル人の隊員がSIR か ら マ レ ー シ ア軍へ移動 し ，
政治的社会的に華人主流のシンガポールから，マレ一人はマレーシア軍へ動いた。 1966年 2
月内務国防省は，シンガポール歩兵連隊 (The SingaporeInfantryBrigade) に SIR 歩兵大隊(bat­
ta 1ions) と志願隊を管理下に置かせた。 同年 2 月 ， 士宮， 下士官養成のため シ ン ガポ ール軍訓練




エルは最初に 8人の士官を派遣している。イスラエルからは， 1965 年か ら1974 年ま での間，
多い年(1969年)で 45人を派遣している。訓練シラパスの発展に，イスラエルのミッションが
大きな影響を与えた。小規模軍隊から，イスラエル型の全市民参加型の軍隊へというアイデア
も，その影響と考えられる o 1966 年 11 月 ， あ ら ゆ る業種に参与さ せる ため ， 1967 年1 月 か ら
は新規男性公務員と政府機関従事者に軍事訓練を義務化すると発表。 1967年 2月徴兵制導入
が明らかにされ， 18 歳男性国民と永久居住民が召集さ れる こ と に な っ た。 初年度は18，000 人
が参加した。基本訓練を週 8時間行うパートタイムの徴兵制が導入されたが，その制度はさら
に市民防衛軍 (People 's DefenceForces) ， 非武装自警団(The UnarmedVigilanteCorps) ， 警備
特別保安隊 (Pol ice SpecialConstabulary) の三つ に分かれた。 徴兵終了後に は 1 2 年間の予備
役訓練が課される。全体の約 10% (高い教育を受けた者)は 2年のフルタイム訓練(または士官
の場合， 3 年) と 1 0 年の予備役訓練を受け る O こ の方式で約 600 人が 1967 年 8 月 に陸軍に徴
兵され， 200 人の公務員 も徴兵さ れた。 こ の こ と に よ り 新た に第3 連隊， 第4 連隊が結成さ れ
た。これら連隊の士官の多くは，イスラエルの訓練修了者から選ばれた。同年 7月，イギリス
が撤退計画を発表。 1 970年に徴兵制 (The EnlistmentActof1970) が施行さ れ， 2 年お よ び2
年半の徴兵になった。




TotalDefence と い っ た ， 国土を防衛す る ため に国民が動員 さ れ る考え にみ る こ と がで き る 。
1984 年に公表さ れた こ の概念は， 心理的防衛 (Psychologic al Defence) ， 社会的防衛(Social Deｭ
fence) ， 経済的防衛(Economic Defence) ， 民間防衛(Civil Defence) ， 軍事防衛(Military De-
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実施される。「シンガポールは私たちの祖国，私たちが属すべきはここである J， r シ ン ガポ ー
ルは防衛に相応しい，私たちは伝統と生活様式を守る J， r シ ン ガポ ー ルを防衛す る ， 私た ち は
家庭と家族，子どもの将来の安全のために戦いたいJ， r私た ち は 自分た ちで シ ン ガポ ー ルを防
衛しなければならない，他の誰かが代わりにこの義務を負ってくれるわけではないJ， r私た ち
は攻撃を思い留まらせることができる，トータル・ディフェンスにより，平和な生活ができ






























2-2 シ ン ガポ ー ル軍の女性兵士
シンガポール軍は 1967年に創設されて以来，当初から女性を採用していた。機会均等政策
の結果として，軍に受け入れられたのではなく，人員不足のためであり，主として基礎軍事訓
練を必要としない業種や医療班においてその数は拡充された [Huxley 2000J0 1980 年代にな
ると召集兵の数はピーク時の半分になり，代わりに女性兵士が重要視されるようになった。
1986 年に は イ ス ラ エ ルに倣い， 女性兵士を戦闘指導員に就かせ る こ と を決定す る O 翌年か ら
の不況により，女性兵士のリクルートは一旦後退するが， 1990 年ま でに約4，000 人 (正規兵士
全体の約 2割)が従事している O
しかし現実には，女性士官の養成にそれほど積極的ではな l'01960 年代後半か ら女性士官
は養成されてきたが，士官候補学校には 1972年まで入れず，別のプログラムが用意されてい
た。 1990年代初めで女性士官が 200人未満という数字は，全正規士宮と下官の 1 %となり，
非常に少ない存在であることがわか O
次にシンガポール軍関するこれまでの社会学的ならび、に人類学的研究ついて見ゆく。





上げたのはチャン [Chan 190J であ っ た。 彼女は シ ン ガポ ー ル軍の作成す る リ ク ルー ト や紹
介を目的としたテレビや新聞の広告，ポスターなどを活用し，そのイデオロギー的影響につい
て考察した。ま，他に徴兵制が男らしさを獲得する機関として期待されいることに対し
て疑問を呈した論文 [Le Blond1995J か ら は， 軍隊の役目 を越えた機能が社会的に理解さ れ
ていることを知ることができるO軍へのリクルートを目的とした雑誌広告やポスターだけでな
く，実際に女性士官らへの聞き取り調査も行い，女性兵士の役割等について分析したのは，ク
ア [Kua 1997J の論文であ る 。 エ ス ニ シ テ ィ の側面か ら研究 し たの は， タ ミ ル系の召集兵を






ゴイ [r包oei 2001J は共通の国民的経験と な っ てい る徴兵制が国民国家のなかでど う い っ た
位置を占めるのか，さらに召集兵に対して軍が使う歴史的な語りや神話がどのようなイデオロ
ギー効果を持つのか，その背後から解明しようとしている。
3 r女性 と軍隊』 論文 レ ビ ュ ー
以下ではクアがシンガポール国立大学文学・社会科学部社会学科へ社会科学学士の申請の
ために 1997年に提出した論文 (academic exercise)r女性 と 軍隊一一一 軍隊 に お け る 女性の
feminiz αtion (女性化 )Jを詳述する。既述の通り，軍隊について個別の事例研究をしたものは
非常に少なく，兵士に個々にインタビューしたものは，このクアの論文をおいて他にない。そ
こでこの論文を以下で詳しく紹介したし凡なお，以下の節は，かならずしもクアの論文構成に
対応しているわけではな l ' o
(1)はじめに
「軍隊の女性」や「女性兵士」は依然として，撞着語法に思える。 1995年 8月，アメリカ最














feminization と い う 言葉は， 軍 に お け る 女性の数 と 役割の増加を示 し て き た。Boulegue
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造してゆくべき要求がある J [BarkalowandRaab1991:123-127J 。 軍に女性が入隊す る と
いうのは，女性が従順な娘として，性的な対象として，母性的な役割を引き受ける者として，
といった他の役目も組み込まれなければならないことを意味している [Rustad 1991: 123ｭ
127J 。 こ の こ と は， 軍で女性が果たす役目 と 同時に遂行さ れ る べ き役割が付け加わ っ てい る こ
とを意味している O女性兵士は，男性にとって脅威ある存在ではないものと見なされるために，
femininity を強調 し な ければな ら な い。 こ の方が軍の男性に， 女性がよ り 容易に受け入れ ら
れるからである。
これは軍隊の女性の feminizationの一面である O何が feminin ityかを彼女たちに押しつけ
るのであり，一つあるいはそれ以上の役割を持たせながら，女性的なるものを受け入れさせる
のである。
軍隊において女性を feminization す る と い う の は ， I女性」 と 「兵士」 と い う 両立 し な い意







第一次中東戦争 0948-1949) の間， ユ ダヤ人女性戦闘員 と い う の は 「ユ ダヤ人があ ら ゆ る可
能性のある力を使う用意があることを示す戦争であることをアラブ人」に示そうとした












仕事であればなおさらである J [Holm1991:70J 。 こ れ は， 男性 こ そが 「本当の兵 (real solｭ




法廷 (The CanadianHumanRightsTribuna l) は 「すべての戦闘部門は， 女性に聞かれ るべ き



















































SAF の雑誌， 年刊誌， 記念誌を通 し て見解を得る よ う に し た。
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(5) SAF の女性の役割:SAF の広告研究
Intheearlymorningsun ,
Iamtraining ,havingfun ,
I'masoldier , I'maman ,
gotthebestjobintheland.
Anysweat ,nosweat.
Uphill , downhill ,Idon'tcare ,
lovetheArmyanywhere.




このことは新聞の記事“ Join ourteam. Beasoldier. Beaman." [TheStraitsTimes28
Dec1994J に も示 さ れてい る 。 軍隊は武力の拡大に よ り ， maleness を賞賛 し ， 作 り 出す組織






masculinity を礼賛 してい る。Karen O'Dunivin は こ の こ と を CMW (combat-masculineｭ
warrior) パ ラ ダイ ム と 名付け た[O'Dunivin 1994J 。 女性は実際に， 軍に リ ク ルー ト さ れてい
る。ジェンダーを平等化させるために起こっている世界規模の傾向であり，軍の人材不足を
補うためでもある。 SAFの場合，近年この伝統的に男性中心の領域に女性をリクルートす
るため，積極的なプログラムを始めた。 NSF (NationalServicemen ， 義務兵役者) の人数が，
10 年前の18 ，000 人か ら今 日 の15 ，000 人に減 っ てい る [The Sund αy Times1Dec1996J 。
SAF は軍の女性をfeminine であ る と描 く こ と に よ っ て， 女性を軍に誘 っ て き た。 女性は，
femininity を失わずに男性のなかで優れた力を発揮 し て い る と い う 二重の成功者と し て描か
れている Oこのことは，男性は活動的，女性は受動的な軍の仕事という分離により維持されて
いる O軍が女性に門戸を聞きつつも，男性支配を強く維持させていることを示している。女性











驚いたのは，恐らく故意にと思われるが， Number 4S がな い。 こ れは実際に はパイ ロ ッ




性が feminin i tyを失ったと見なされたくないと思い，とりわけ男性中心の職業に就く場合，
男女の違いを依然強調したいと思っていると想定している。
他の広告では，空軍の士宮として期待される資質を強調しているO例えば「命令を出す風
格」や「指示を頼られ，責任を負い，先導するような」資質のことである [Kua 1997:17J 。
また別の広告は雑誌 etcに出ていたもの 0996 年 9 月 6日)であるが，これはジェンダー中立
的である Oパイロットと AEOのポストだけを比較すると，専門性が強調されている。「パイ
ロットという仕事は，リーダーと専門家を一つに合わせた仕事である。 J I高度に近代化さ れた
環境で仕事したいならば，専門的な志望を知るすべての機会がある J (AEO の仕事につ いて)

















して「国家に対しては心と魂を持つ女'性」でいなければならな ~ )o“spirit"や“heart and
sou l" と い う 語は， 実際に は女性士官の束の間の貢献を強調 してい る 。 再び女性士官の二重の
役割が持ち出される O兵士でいることは「自然、」なことで， masucu 日nity の概念と一致す る O






(6) 女性軍隊従事者の増員需要とSAF にお け る役割拡大
女性は 1967年に SAFが創設されて以来，事務員，タイピスト，行政部門スタッフとして













1975 年にSAF の女性のなかで， 空挺部隊の コ ー スへ行 く 機会が与え ら れ る者がい た。 全員
で 9人の女性が整備士になった。「ハーネスをつけ，ヘルメット，ジャンフ。用具を持てば，女
の子には見えなし、。しかし，女性の気質は容易には滅びな ~ ) J [PioneerAug1975:23J 。 彼女
たちは長い髪をクリップできちんとまとめた。短く切りたくなし、からという者もいた。 7年も
ポニー・テールにしている人もおり，長い髪は feminini tyの典型として伸ばしていた。これ
は軍隊の女性が男性的だと見なされたくないという抵抗を示している o I男の一人」 に な り ，
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女性は自分の性に応じた「尊厳」を失うからである [Williams 1989:86J 。 そ の ため ， 女性は
軍に入って支援部門に留まるのは驚くことではない， I"伝統的に女性の仕事」だからである。




1976 年に は1 ，000 人を超え る女性の う ち14 人 し か女性士宮は い なか っ た。 最高 ラ ン ク は
NancyTan 大尉(Captain) で， SAF 本部の司令官 (CommandingOfficer) であ っ た [Pioneer
lun1976J 。 約20 年が経っ た1997 年現在， 女性の最高位は少佐 (Maj or) で あ る 。
1977 年に ， 月 間ベス ト 兵士に伍長 (Cor poral) の Chua HareNai が空軍か ら選ばれた。 1 979
年に空軍は，パイロット養成に女性を受け入れた。女性パイロットには円、かなる特権もな





男並みであることが証明された。よくやっているといえる J (主任指導員 Sung YingChow 大尉
[PioneerMay1979:5]) 。
「当然男の方が女よりプレッシャーが大きし」しかし， 3 人の女の子(girls) は コ ー ス か ら脱








空軍の最初の女性パイロットである Kah ChaiHang 中尉 (Lieutnant) は ， 1979 年に士官
学校を卒業した。 1980年 2月の Pioneerで彼女は戦闘機パイロットとして訓練中とあるが，
今日まで空軍に戦闘機女性パイロットは一人もいなし ' 0 1979 年は ， SAF の女性が初めて大尉
に任命された年であり， Agnes Fang が空軍兵砧地で， 陸軍の最初の指令官 (Commanding
Officer) に な っ た [Pioneer Nav1979: 13J 。 女性が任命さ れた こ と は飛躍的前進ではあ っ た




しばらくして， 1986 年7 月 ， 女性に戦闘イ ン ス ト ラ ク タ ー の仕事を開放 し た。 彼女た ち は
今，歩兵隊，通信隊，機甲部隊，砲兵隊，軍事医学で男性を訓練している。
「第一の目的は SAFの女性を上へとチャレンジする機会を広げることであり，人材を最適







のは， I作戦準備」 の欠陥を意味す る のであ る 。
1988 年に陸軍は ま た ， 技術工科大学 ・ シ ン ガポ ー ル軍合同修了課程 (Joint Polytechnic-SAF
DiplomaScheme:JPSDS) を女性候補に開い た。 陸軍の こ の新 し い計画は， SAF の技術専門
職が，地位の低い職で，女性にきつい仕事であるという誤解を強めた [Pioneer Jul 1988J 。
よりよい人材を確保するために 1992年には， SAF 成績優秀者 (女性) 奨学(Merit Scholar
(Women)) が女性に聞かれた。 聞かれた と は いえ男性 と カ テ ゴ リ ー を分けてお り ， 同等の扱
いではない。
1992 年に ， 女性海軍士官を軍の船に乗せ る こ と が決め ら れ， 伝統的な軍事文化に新た な道
が拓かれた。 1993年には，戦闘職の砲兵隊と通信隊を女性に開いた。軍事文化は maleness
や「男らしさの追求 (mascul ine pursuits)J か ら ， よ り ジ ェ ン ダー 中立的で専門的な も の に変
























































ねばならないし，自信も必要だからである。 J [Kua1997: 35J 事実あ る人は， は っ き り と


















自分は男性として 2日間家に帰れなくてもたいしたことではな ~ ) o 48 時間眠れな く て も大丈
夫。」
一般的な言い方に「女性は腹をくくって戦えない (Women donothavethestomachfor





























(1 0 女性に開かれてい る仕事と役目
徴兵を行っているイスラエルを除いて，女性は志願して入隊する O世界の軍隊は徴兵政策
の撤廃により「男」の人材不足に悩んでいる。ウェケッサーら作成の年表 [Wekesser and
Pokesetsky1991: 185J に よ る と ア メ リ カ 最後の徴兵の年(1973 年) ， 全員志願兵の軍では
「もっと女性を受け入れるよう軍に圧力を」という要求が出た。シンガポールの場合も「入隊
志願者の減少 J [TheStraitsTimes17Jan1997J が報 じ られ， 非戦闘と分類さ れた軍の ポ ス
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SundayTimes1Dec1996J 結果が報 じ ら れた。 以前は医学的に不適格と判断さ れた人に は，
ある認定された仕事だけが与えられていた。新しい分類に伴い， I不適格と認定さ れた」 人 も
この仕事に就くことになり， I通信隊の 4 分の l が こ の区分に入る J [TheSundayTimes1













「多くの男性が軍に惹かれるのは，強い男性性 (masculi ne)とロマンティックな点である O
制服，位階，危険，目的があること，雇用の機会，男性尊重，女性からの賞賛。すべてが男性
や少年のイマジネーションを維持している J [Mitchell1991:35J 。
軍はいつも実践や決定に制限をつけることによって，女性の feminin i tyを強調している O
女性の制服は性別なしなので，戦闘で男性を悩ますこともなし1。しかし feminin ityは強調す
るのである。これは，軍事文化の男性的 (mascu l ine)な側面の一つで、あるOそこでは性的な征














が， SAF の女性は女性上官よ り ， 同 じ こ と を 「勧め ら れ る 」 点であ る O こ の こ と は， 軍隊の
男女の身体的違いを維持させることに女性上官が関心を持っていることを示しているO 今 日
SAF の年長の女性はサ ー ビ ス職の場合が多 し 、 。 彼女た ち も ま た ， 自分た ちが慣れ親 しんだ軍
事文化のなかにある行為規範を破ることで受ける損失をよく理解している。性的指向に疑問を
持たれるからである。


























Volzenilek は 「軍にお け る女性増加は， 軍の民主化と い う よ り も ， 貧困の女性化を招いて
いる J [1991:50J と 指摘 し てい る 。 こ の よ う に戦闘か ら女性を排除す る こ と が， 実際に は， 伝
統的に男性のために取り分けられてきた経済的優位さの領域から女性を締め出すことになって
いる。
(1 4) 結 論
女性兵士の feminization は ， 女性に対す る社会的期待と軍の持つ殺人， 死， 血に ま みれた
イメージの両方に対して当てはめる試みである。つまり「女性と戦争 J I女性と戦闘J と い う
相容れないものをつなぐための試みである。しかし， feminization の プ ロ セ ス は ジ ェ ン ダー
のステレオタイプを支持し，絶えず再確認する。女性兵士は他の女性兵士を，伝統的に男性中
心の戦闘領域に入ることを規制している Oそして，女性のイメージを確認するため口紅などの
推奨が関与している。こういう女性らは， femininity を失 う こ と で被る損失につ いて気づい
ている Oその損失とは同僚兵士(男女とも)から敬意を払われなくなることから，キャリア上
昇が阻害されたり，またハラスメントを受けたりする等の極端な例も含んでいる。男性性









の例をよく取り上げる。 feminin i tyを了解し，あまり働かず，女性は軍隊職に向いていない
ことを「証明」し，そのため戦闘に就くことに抵抗を示すことを自ら心得ている O軍も軍人も，
男であれ女であれ，いつも軍隊にいる女性に「要求されている J femininity を強調す る O







い。それはまた masculineの反対のものとしての feminin i tyをも礼賛しているO境界を越え




masculine であ る よ り も ， ま だ悪いのであ るJ [Williams1989:67J0 masculine す ぎる ので
も困る。「彼らは Janeにさせたくないので Johnがそれをやらねばならない“John hastodo






































2) 実際に こ う い っ た文言は何かの行事の際に ス ロ ー ガ ンの よ う な形で幕に書かれた り す る 。 ま た
1998 年以来， 学校は イ ギ リ ス軍が 日本に降伏 し た2 月15 日 を Total DefenceDay と し て記念
し，防災等に関する行事を行っている。
3) 1990 年に イ ラ ク が ク ウ ェ ー 卜 に侵攻 し た際に は， シ ン ガポ ー ル政府は石油備蓄を行っ た。
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